
平成１９年度堆肥共励会熊本県賞受賞者概要

１．組織概要

組 織 名 有限会社 駒城 代表者名 菅 町 子

所 在 地 上益城郡御船町大字高木２０９５－４

組織等の概要 ・平成２年１０月 有限会社 駒城設立
（活動の経緯） 家畜の生産販売及び堆肥、厩肥販売を始める

・平成１０年度 畜産再編総合対策事業により、堆肥舎等を整備
混合発酵機１式、堆肥舎棟、袋詰機１式
総事業費 ２０１，１００千円

・平成１６年度 バイオマス利活用フロンティア整備事業により堆肥舎
を整備堆肥舎２棟、脱臭施設、ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ 1台
総事業費 ７８，１６６千円

・平成１８年７月 熊本県堆肥コンクール、コンクールの部に参加
・平成１９年７月 熊本県堆肥共励会に参加

２．堆肥の特徴

家畜ふん尿 副資材 その他
計

原材料 肥育馬 モミガラ （％）

７０ ３０ １０
０

３．堆肥の生産及び流通について
１）堆肥生産の施設・機械等

・混合発酵機 １式
・堆肥舎 ３棟（９４０ｍ２、１，１４４㎡、６４０㎡）
・ホイルローダー １台（L１３ー３）
・脱臭装置 風量１８０ｍ３

・袋詰機 １式
２）堆肥化及び利用・流通のフロー

モ ミ ガ ラ 耕畜連携分
５，２００ｔ／年

畜舎(肥育馬) 堆 肥 舎 ＪＡ等販売分
７，６５０ｔ／年

糞尿 １５，３３０ｔ／年 ・水分調整
・切り返し １回／週
・無通気 袋詰販売

１５０ｔ／年

４ 今後の目指す方向と課題
１） 農家、ＪＡからの馬堆肥の注文は、年々増加しているが、一般農家は、堆肥散布機械を

所有しておらず需要が伸び悩んでいる。そこで、来年度から堆肥散布機を導入して、散布
作業を実施する。

２） 耕畜連携による稲わらの確保、トウモロコシ栽培委託（平成２０年 ２０ｈａ、2期
作）の拡大を図る。



発酵槽の状況（槽毎に温度管理されている） 完熟堆肥の状況

発酵槽の状況 袋詰施設

袋詰めされた製品（３０Ｌ） 同裏面（使用方法が記載されている）


